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い
ま
市
役
所
は

　
　
こ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

対
馬
市
が
、ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、そ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、一
緒
に
行
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
、平
成
22
年
度
に
各
部
署
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
公
表
し
ま
す
。

１
　
地
域
再
生
推
進
本
部�

２
　
観
光
物
産
推
進
本
部�

３
　
総
務
部�

①①
第
1
次
対
馬
市
総
合
計
画
を
見
直
し
ま

す
。
　

　
　
　
　
（
地
域
力
再
生
推
進
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
対
馬
市
の
新
市
建
設
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
第
1

次
対
馬
市
総
合
計
画
（
対
象
期
間
：

平
成
18
年
度
〜
平
成
27
年
度
）
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
後
期
5

カ
年
の
開
始
に
当
た
り
、
社
会
的
・

経
済
的
要
因
に
よ
る
情
勢
の
変
化
や

主
要
事
業
の
評
価
、
新
た
な
市
民
ニ

ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
見

直
し
ま
す
。

②②
新
し
い
自
然
エ
ネ
ルル
ギ
ー
の
開
発
を
進

め
ま
す
。

　
　
　
　
（
地
域
力
再
生
推
進
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で

重
点
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
廃
食
用
油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
化
の
推
進
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
燃
料
）
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
の
可
能
性
等
に

つ
い
て
検
証
し
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
と

環
境
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

③③
（（
仮仮
称称
））
対対
馬馬
市市市市
市市
民民
基基
本本
条条
例例
のの
策策策策

定
を
目
指
し
ま
すす
。

　
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
対
馬
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理

念
や
市
政
運
営
の
原
則
な
ど
を
定
め

る
（
仮
称
）
対
馬
市
市
民
基
本
条
例

の
策
定
に
向
け
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
条
例
に
規
定
す
べ
き
項
目
等

の
検
討
を
行
い
、
平
成
24
年
4
月
の

条
例
施
行
を
目
指
し
ま
す
。

④
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャャ
ー
制
度
事
業
に
よ
るる

地
域
計
画
の
策
定定
を
目
指
し
ま
す
。

　
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
地
域
と
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
話

し
合
い
に
よ
る
協
働
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
域
計
画
の
具
体
的

な
項
目
の
検
討
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
現

地
調
査
等
に
よ
る
地
域
診
断
を
行
い
、

地
域
総
意
に
よ
る
地
域
づ
く
り
計
画

を
作
成
し
ま
す
。

⑤
重
点
誘
致
対
象
分分
野
を
絞
っ
た
企
業
誘誘

致
活
動
に
取
り
組組
み
ま
す
。

　
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
）

　
　
　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
若
者
の
島

内
定
住
、
雇
用
創
出
な
ど
を
促
進
す

る
た
め
、
対
馬
の
自
然
（
海
・
里
・
山
）

が
生
み
出
す
資
源
・
素
材
を
活
用
し

た
農
林
水
産
業
関
連
企
業
を
は
じ
め
、

情
報
通
信
関
連
企
業
、
ホ
テ
ル
産
業

関
連
企
業
を
重
点
対
象
分
野
と
し
、

効
果
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

①①
対対
馬馬
釜釜
山山
海海海海
遊遊
観観
光光
ルル
ーー
トト
のの
商商商商
品品
造造

成
数
を
増
やや
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
部
）

　
　
「
対
馬
釜
山
海
遊
観
光
ル
ー
ト
造
成

事
業
」
の
最
終
年
度
で
あ
る
今
年
は
、

歴
史
・
自
然
・
食
な
ど
の
テ
ー
マ
性

の
高
い
海
遊
ル
ー
ト
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
作
成
し
、
国
内
だ
け
で
は
な
く

釜
山
の
旅
行
会
社
に
も
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

②
商
業
地
域
をを
中
心
と
し
た
に
ぎ
わわ
い
づ

く
り
に
努
めめ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
部
）

　
　
　
対
馬
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基

本
計
画
の
認
定
を
受
け
、
空
洞
化
し

た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
島
内
各

地
域
の
拠
点
整
備
に
関
す
る
計
画
の

認
定
申
請
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
商

店
街
の
活
性
化
や
商
工
業
者
へ
の
事

業
支
援
も
行
い
ま
す
。

③
地
場
産産
品
の
更
な
る
消
費
拡拡
大
に
取
り

組
み
まま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
本
部
・
福
岡
事
務
所
）

　
　
　
島
内
で
は
、
観
光
物
産
協
会
と
連

携
し
、
「
食
材
祭
り
」
の
企
画
・
開

催
に
よ
り
、
地
産
地
消
と
島
内
流
通

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
島
外
で
は
、

福
岡
事
務
所
と
連
携
し
、
特
産
品
の

P
R
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
国
際
交交
流
イ
ベ
ン
ト
を
は
じじ
め
と
し
た

韓韓
国国
とととと
のの
交交
流流
人人
口口
のの
拡拡
大大大大
をを
目目
指指
しし

ま
す
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
部
）

　
　
　
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援

を
は
じ
め
、
対
馬
釜
山
事
務
所
等
と

連
携
し
、
韓
国
内
全
土
に
向
け
た
対

馬
の
観
光
情
報
発
信
、
誘
客
事
業
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

韓
国
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

の
草
の
根
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

⑤
新
規
トト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
スス
を
開
発
し

ま
す
。。

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
観
光
物
産
事
務
所
）

　
　
　
対
馬
の
北
の
玄
関
で
あ
る
上
対
馬

地
域
に
お
け
る
観
光
客
の
滞
在
時
間

の
延
長
並
び
に
宿
泊
客
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
北
部
対
馬
独
自
の

自
然
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開
発
し
ま
す
。

①
市
民
協協
働
型
の
行
財
政
シ
スス
テ
ム
の
確

立
を
目目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

　
　
　
足
腰
の
強
い
財
政
基
盤
を
構
築
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
自
立
性
、
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４
　
市
民
生
活
部�

５
　
福
祉
保
健
部�

６
　
農
林
水
産
部�

独
自
性
の
あ
る
自
治
体
運
営
を
目
指
し
、

今
年
度
は
そ
の
指
針
と
な
る
「
第
2

次
対
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
と
併

せ
て
そ
れ
を
担
保
す
る
た
め
の
実
施

計
画
等
を
策
定
し
ま
す
。

②②
入
札
契
約
制
度
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

　
　
　
常
に
入
札
契
約
制
度
の
検
証
を
行

い
、
公
正
性
の
確
保
、
客
観
性
・
透

明
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
更
に
本

年
度
も
各
部
署
で
実
施
し
て
い
る
定

例
的
な
入
札
や
随
意
契
約
の
検
証
を

進
め
、
共
通
理
解
に
よ
る
入
札
契
約

制
度
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

③③
財
政
計
画
を
策
定
し
まま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

　
　
　
平
成
22
年
度
が
第
1
次
中
期
財
政

計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、
引

き
続
き
健
全
で
安
定
し
た
財
政
運
営

を
行
う
た
め
の
財
政
計
画
の
策
定
が

必
要
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
の

5
カ
年
の
中
期
財
政
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

①①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上上
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）

　
　
　
お
客
様
に
積
極
的
に
窓
口
を
案
内

し
、
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

戸
籍
証
明
等
の
申
請
に
は
本
人
確
認

が
必
要
で
す
が
、
ま
だ
十
分
に
浸
透

し
て
い
な
い
の
で
、
市
報
等
で
周
知

し
ま
す
。

②
市
税
滞
納
者
へ
のの
対
策
と
し
て
滞
納
処処

分
を
強
化
し
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

　
　
　
厳
正
な
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
た

め
、
積
極
的
に
財
産
調
査
、
預
貯
金

調
査
な
ど
を
行
い
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

に
よ
る
車
の
差
し
押
さ
え
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
よ
る
税
収
の
確
保

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
臨
戸
徴
収
か

ら
自
主
納
付
へ
の
推
進
と
納
税
環
境（
夜

間
窓
口
等
）
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
各
主
体
が
連
携
しし
た
リ
サ
イ
ク
ル
、
�

ゴ
ミ
ゼ
ロ
ミ
ッ
シシ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
政
策
課
）

　
　
　
生
ご
み
堆
肥
化
活
動
の
一
環
と
し

て
「
元
気
野
菜
コ
ン
テ
ス
ト
」
等
を

開
催
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
支
援
、

生
ご
み
減
量
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
、

E
M
普
及
活
動
推
進
員
に
よ
る
E
M

の
効
果
的
な
使
用
の
啓
発
な
ど
に
よ
り
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

④
海
山
等
の
自
然
環環
境
を
保
全
す
る
活
動動

をを
推推
進進
しし
まま
すす
。。。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
政
策
課
）

　
　
　
海
岸
漂
着
物
被
害
が
著
し
い
対
馬

西
海
岸
を
中
心
に
漂
着
物
の
円
滑
な

処
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

関
係
者
間
の
連
携
に
よ
る
環
境
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
環
境
基
本
条
例
のの
策
定
を
目
指
し
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
政
策
課
）

　
　
　
環
境
王
国
「
対
馬
」
を
目
指
し
て
、

環
境
全
般
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
環
境
基
本
法
に
基

づ
く
、
環
境
基
本
条
例
の
制
定
を
目

指
し
ま
す
。

①
乳
幼
児
福
祉祉
医
療
に
お
け
る
現
物物
給
付

制
度
を
導
入入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
　
　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
乳

幼
児
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、

現
行
の
償
還
払
い
方
式
か
ら
現
物
給

付
制
度
へ
の
移
行
を
図
り
ま
す
。

②
自
殺
予
防
対対
策
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

対
馬
市
は
県
内
で
も
自
殺
の
多
い
市

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

周
囲
の
気
づ
き
も
含
め
た
予
防
・
啓

発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
自
殺
予
防

対
策
に
努
め
ま
す
。

③
健
康
つ
し
まま
21
計
画
を
推
進
し
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
保
健
課
）

　
　
　
保
健
計
画
「
健
康
つ
し
ま
21
」
に

基
づ
き
、
歩
い
て
つ
く
る
「
元
気
の
わ
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
の
開
催
、
健
康
つ
し
ま
21
推

進
員
活
動
の
充
実
、
心
の
健
康
の
啓

発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
市
民
健
診
のの
受
診
率
向
上
を
図
りり
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
保
健
課
）

　
　
　
対
馬
市
特
定
健
診
・
保
健
指
導
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
特
定
健
診
受

診
率
の
向
上
と
保
健
指
導
の
充
実
を

図
る
た
め
、
受
診
勧
奨
広
報
活
動
の

強
化
、
モ
デ
ル
団
体
の
指
定
、
各
種

講
演
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
福
祉
・・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充充
実
を
図
り

ま
す
。。

　
　
　
　
　
　
（
南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
特
定
保

健
指
導
の
実
施
率
及
び
改
善
率
の
向
上
、

自
主
的
な
予
防
運
動
教
室
の
運
営
の

支
援
強
化
な
ど
、
福
祉
・
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥
特
定
健健
診
受
診
率
の
向
上
をを
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
特
定
健
診
制
度
の
周
知
と
受
診
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
受
診
率
の
低

い
地
域
で
は
集
会
等
の
機
会
を
利
用

し
て
、
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る

広
報
活
動
、
制
度
の
周
知
な
ど
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

①
対
馬
しし
い
た
け
復
活
プ
ラ
ンン
総
合
対
策

支
援
事事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　
し
い
た
け
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

生
産
基
盤
の
整
備
、
団
地
化
の
推
進
、

経
営
の
合
理
化
、
担
い
手
の
確
保
と

育
成
、
需
要
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
農
林
水水
産
物
の
鳥
獣
被
害
防防
止
に
努
め

ま
す
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　
対
馬
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基

づ
き
、
農
林
産
物
の
鳥
獣
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
今
年
度
は
２
,
８
０

０
m
の
防
護
柵
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

シ
イ
タ
ケ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
イ

ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
対
処
で
き
る
侵
入

防
止
柵
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
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７
　
建
設
部�

８
　
水
道
局
（
部
）�

９
　
美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

11
　
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

10
　
豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

③
対
馬
市
有
林
整整
備
事
業
を
実
施
し
まま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　
市
有
林
及
び
分
収
林
な
ど
の
森
林

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全

な
森
林
資
源
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
利
用
間
伐
6
・
96
ha
、
伐

捨
間
伐
40
ha
、
路
網
整
備
５

,
３
０

０
m
を
目
標
と
し
ま
す
。

④
対
馬
市
森
林
づづ
く
り
条
例
の
制
定
をを
目

指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　
森
林
へ
の
期
待
は
、
こ
れ
ま
で
の

国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
木

材
そ
の
他
林
産
物
の
生
産
と
い
っ
た

機
能
に
併
せ
、
自
然
環
境
の
保
全
や

地
球
温
暖
化
防
止
機
能
な
ど
、
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
対
馬
市

で
は
森
林
の
保
全
や
森
林
資
源
の
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
（
も
り
）

づ
く
り
条
例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
農
家
所
得
の
パパ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
をを
推

進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　
高
齢
化
す
る
農
業
経
営
者
に
対
す

る
出
荷
コ
ス
ト
及
び
労
力
の
軽
減
に

よ
る
農
家
所
得
の
向
上
と
農
産
物
の

共
同
選
別
や
加
工
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
、
農
産
物
の
P
R
に
よ
る
新
規

販
路
の
開
拓
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る

さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金

事
業
を
活
用

し
、
対
馬
農

協
と
連
携
し

た
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

⑥
「
海
洋
保保
護
区
」
の
設
定
を
目目
指
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
産
振
興
課
）

　
　
　
対
馬
沿
岸
の
海
洋
生
態
系
の
保
全

を
重
要
課
題
と
し
、
水
産
資
源
の
持

続
的
利
用
と
伝
統
的
な
漁
業
の
継
承

を
図
る
た
め
の
対
象
と
な
る
空
間
で

あ
る
「
海
洋
保
護
区
」
の
設
定
を
目

指
し
ま
す
。

⑦
基
盤
整
備備
工
事
の
早
期
発
注
、、
早
期
完

成成
にに
努努
めめめめ
まま
すす
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
盤
整
備
課
）

　
　
　
農
林
道
整
備
、
漁
港
漁
場
整
備
等

の
基
盤
整
備
工
事
の
早
期
着
工
に
よ
り
、

市
の
経
済
流
通
の
初
動
を
促
進
し
、

市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
完
成
に
よ
っ
て
市
民
の

生
活
基
盤
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

①
市
営
住
宅宅
使
用
料
の
収
納
計
画
をを
策
定
し
、

未
収
額
をを
縮
小
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
理
課
）

　
　
　
受
益
負
担
の
原
則
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
市
営
住
宅
使
用
者
に
公
平

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
徴

収
方
法
の
検
討
を
行
い
、
収
納
計
画

を
策
定
し
未
収
額
を
縮
小
し
ま
す
。

②②
公公
共共
工工
事事事事
のの
早早
期期
発発
注注
・・
早早
期期期期
完完
成成
にに

努
め
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

　
　
　
公
共
工
事
の
早
期
着
工
に
よ
り
、

市
の
経
済
流
通
の
初
動
を
促
進
し
、

市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
早
期
完
成
に
よ
っ
て
市
民
の

生
活
基
盤
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

①
水
道道
料
金
の
収
納
率
向
上上
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

　
　
　
経
営
の
効
率
化
と
健
全
な
事
業
運

営
を
実
施
す
る
う
え
に
お
い
て
、
水

道
料
金
の
収
納
率
向
上
は
緊
急
の
課

題
で
あ
り
、
新
規
滞
納
者
の
発
生
予
防
、

納
付
誓
約
者
の
取
り
組
み
強
化
、
給

水
停
止
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
水
道道
事
業
と
簡
易
水
道
事事
業
の
経
営
統

合
をを
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
）

　
　
　
水
道
事
業
の
効
率
的
で
安
定
し
た

経
営
を
目
指
し
、
水
道
施
設
の
統
合

を
進
め
ま
す
。
水
道
事
業
と
簡
易
水

道
事
業
の
経
営
統
合
計
画
（
平
成
19

年
度
〜
28
年
度
）
を
推
進
す
る
た
め
、

配
管
台
帳
の
整
備
、
資
産
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

①
窓
口口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

　
　
　
親
切
か
つ
迅
速
・
的
確
な
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
心
が
け
、
来
庁
者
の
待
ち

時
間
短
縮
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
業

務
知
識
の
習
得
・
向
上
に
努
め
、
市

民
が
求
め
る
質
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
公
共共
施
設
の
見
直
し
を
推
進進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

　
　
　
公
共
施
設
見
直
し
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
地
元
住
民
の
利
用
が
中
心
で

あ
る
小
規
模
な
公
園
や
指
定
管
理
を

導
入
し
て
い
な
い
集
会
施
設
の
管
理

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
地
元
と
十
分

な
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
見
直
し

を
推
進
し
ま
す
。

①①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底底
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

　
　
　
来
庁
さ
れ
た
方
が
満
足
す
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
接
遇
や
窓
口
環
境

の
美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②②
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ララ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
へ
積
極
的
に
参
加加
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
い
き
い
き
豊
玉
ま
つ
り
、
ち
び
っ

こ
ま
つ
り
、
と
よ
た
ま
光
の
集
い
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
す
。

①①
峰
町
管
内
の
観
光
施
設設
・
文
化
財
・
遺

跡
な
ど
の
P
R
体
制
をを
強
化
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
峰
町
管
内
の
観
光
施
設
、
文
化
財

史
跡
等
を
全

職
員
が
十
分

理
解
し
、
知

識
を
習
得
す

る
こ
と
で
、

外
部
に
向
け

て
P
R
で
き

る
体
制
を
強

化
し
ま
す
。
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「
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の
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」↓「
行
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政
改
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　「
対
馬
市
の
組
織
目
標
」�

　
詳
し
い
内
容
は
、
対
馬
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
21
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
も
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載
し

て
い
ま
す
の
で
、
併
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て
ご
覧
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総
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①
窓
口
及
び
電
話話
対
応
の
向
上
を
図
りり
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
都
会
の
役
所
と
は
違
っ
た
田
舎
の

自
治
体
ら
し
く
、
や
わ
ら
か
い
雰
囲

気
づ
く
り
に
心
が
け
、
来
庁
者
に
対
し
、

親
し
み
や
す
い
挨
拶
と
迅
速
な
対
応

を
図
り
ま
す
。
電
話
照
会
者
に
対
し

て
は
、
顔
が
見
え
な
い
の
で
、
相
手

の
立
場
に
た
っ
て
分
か
り
や
す
く
親

切
丁
寧
に
応
対
し
ま
す
。

②
地
域
イ
ベ
ン
トト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活活
動

へ
積
極
的
に
参参
加
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
地
元
で
開
催
さ
れ
る
あ
じ
さ
い
祭
、

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
対
馬
大
会
、

対
馬
初
午
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
そ

の
他
清
掃
活
動
・
福
祉
活
動
に
対
し
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
図
り
、
北
部
対
馬
の
一
体

感
を
醸
成
し
ま
す
。

③
観
光
基
盤
の
充充
実
と
体
験
型
観
光
のの
推

進
を
図
り
ま
すす
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

　
　
　
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
や
対
州
馬
な
ど

対
馬
固
有
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
今

年
度
は
対
州
馬
飼
育
管
理
計
画
検
討

委
員
会
（
仮
称
）
を
設
立
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
管
理
計
画
の
策

定
を
目
指
し
ま
す
。

①
窓
口
、
電電
話
対
応
の
適
正
化
及及
び
迅
速

化
に
努
めめ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
課
員
相
互
の
情
報
の
共
有
化
及
び

各
係
の
仕
事
の
内
容
の
把
握
に
努
め
、

市
民
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

②
地
域
イ
ベベ
ン
ト
・
地
域
行
事
なな
ど
へ
積

極
的
に
参参
加
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
課
共
通
）

　
　
　
上
対
馬
町
管
内
で
実
施
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
各
地
区
行
事
、
清
掃

活
動
に
組
織
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
参
加
し
、
人
的
に
も
物
質
面
に
お

い
て
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

強
化
と
相
互
協
力
体
制
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。

③
自
然
環
境境
の
保
持
及
び
農
林
水水
産
業
の

担担
いい
手手
育育育育
成成
をを
図図
りり
まま
すす
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
農
林
水
産
業
の
生
産
活
動
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
自
然
や
資
源
へ

の
理
解
を
深
め
、
次
世
代
の
担
い
手

育
成
に
つ
な
げ
ま
す
。
上
対
馬
管
内

の
小
学
校
3
校
に
お
い
て
、
農
林
水

産
業
の
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
地
区
分
団団
の
統
廃
合
を
推
進
し
まま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

　
　
　
分
団
員
数
が
5
名
以
下
の
分
団
で

災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
分
団
は
、
隣

接
分
団
と
の
統
廃
合
な
ど
に
つ
い
て
、

対
馬
市
消
防
団
組
織
等
改
革
推
進
委

員
会
で
協
議
し
ま
す
。

②
応
急急
手
当
の
普
及
啓
発
活活
動
に
努
め
ま

す
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
警
防
課
）

　
　
「
身
近
な
人
は
自
分
で
守
る
」
と
の

考
え
や
、
A
E
D
の
普
及
に
伴
い
市

民
に
救
命
処
置
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
救
命
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。

③
住
宅宅
防
火
及
び
小
規
模
なな
施
設
に
お
け

る
防防
火
安
全
対
策
の
徹
底底
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
防
課
）

　
　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置

の
促
進
、
小
規
模
な
民
宿
、
福
祉
施

設
等
の
防
火
安
全
教
育
・
指
導
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
教
育育
施
設
の
充
実
・
整
備備
、
有
効
活
用

を
推推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

　
　
　
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
し
、

充
実
し
た
学
校
教
育
の
実
現
を
図
る

た
め
、
現
在
、
対
馬
市
学
校
適
正
規
模
、

適
正
配
置
等
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

方
向
性
を
検
討
し

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
答
申

を
基
に
教
育
施
設

の
充
実
・
整
備
、

有
効
活
用
を
推
進

し
ま
す
。

②②
確
か
な
学
力
・
豊
か
なな
心
を
育
む
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
　
　
教
育
内
容
の
充
実
と
指
導
力
の
向

上
に
よ
る
基
礎
学
力
の
定
着
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
不
登
校
対
策
な

ど
に
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
た
教
育
活
動
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

③③③③
芸芸
術術
文文
化化
鑑鑑
賞賞
のの
機機
会会会会
充充
実実
及及
びび
市市
民民

文
化
活
動
の
支
援
を
推推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
市
民
に
対
し
、
美
術
作
品
を
公
募

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
を

展
示
し
、
広
く
市
民
に
芸
術
鑑
賞
の

機
会
を
提
供
し
、
美
術
活
動
の
普
及
、

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

④④
対
馬
の
歴
史
文
化
の
保保
持
に
努
め
、
活

力
あ
る
対
馬
づ
く
り
をを
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

　
　
　
国
指
定
史
跡
の
保
存
整
備
事
業
の

促
進
、
文
化
財
資
料
の
整
備
充
実
と

利
用
促
進
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
・

活
用
事
業
の
促
進
な
ど
、
対
馬
の
歴

史
文
化
の
保
持
に
努
め
、
活
力
あ
る

対
馬
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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